
















地域に密着しながら様々な活動を続ける新潟大学。皆さんにお伝えしたいニュースはたくさんあります。

本学のシンボルのひとつ“赤門”が
卒業生の想いから以前の姿を取り戻しました

季刊誌「六花」は卒業生の皆様に無料で定期送付させていただきます。ご希望の方は、広報センターまでご連絡ください。定期送付のお知らせ

第4回U-goサロン開催
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　本学医学部の通称「赤門」は、約100年前に建設、
その後移設されたものの歴史的景観として国指定
の登録有形文化財に認定され、学生、教職員の
みならず地域の方に今なお親しまれております。
　このたび本学医学部を昭和40年代に卒業された
方から、老朽化した赤門の修繕を目的とした寄附の
申し出があり、5月28日（月）から30日（水）にかけて修
繕及び洗浄が行われました。今回の修繕及び洗浄
により、目立っていた苔も落ち、重ねた年月を感じさ
せる風格はそのままに本来の姿を取り戻しました。

　2016年にノーベル生理学・医学賞を受賞し、
基礎分野の研究のみならず医学を初めとする
広い研究分野に多大な影響を与えている大隅
良典氏をお招きし、新潟大学教育研究特別シ
ンポジウムとして7月8日（日）に「高校生のための
シンポジウム－オートファジーのしくみの解明－」
を開催しました。本シンポジウムは、主に県内
の高校生に世界トップレベルの研究を直接体
感してもらい、科学への関心を高めてもらうこ
とを目的に理学部が企画したもので、高校生
250名を含む計400人が会場である朱鷺メッセ
の国際会議場に足を運びました。
　本学名誉教授である門脇基二氏からのオートファジー研究の背景や歴史の説明に続き、大隅氏から酵母のオートファジー現象発見のエピソー
ドや、ご自身のキャリアもお話しいただくとともに高校生に向けてメッセージが贈られました。その後のパネルディスカッションでは高校生が直接質
問できるとあり、時間いっぱいまで挙手が止むことなく、高校生の意識の高さを垣間見ることができました。

ノーベル生理学・医学賞受賞の大隅良典氏を招き
「高校生のためのシンポジウム」を開催

　6月27日（水）、本学研究推進機構（企画：URA）が主催し、第4回「U-go
（ユーゴー）サロン」を開催しました。「U-goサロン」は、6月と12月の半期に
一度、研究者等が一堂に会する場を設け、新たな出会いや異分野連携・
融合研究に向けたグループ形成を支援するイベントです。　　
　今回は「発見！ニイガタ研究資源天国」をテーマとして開催。学内外から
約90名の研究者が参加しました。前半のショートプレゼンテーションでは、
学内からは人文社会科学系、自然科学系、共用設備基盤センター、佐
渡教育関係共同利用拠点、災害・復興科学研究所の研究者ら、学外か
らは長岡技術科学大学、新潟薬科大学、新潟工科大学の研究者ら、合
わせて13名が、それぞれの研究内容の紹介や、共同研究者を募集する
熱のこもった呼びかけを行いました。また、後半のポスターセッション＆懇
親会では、23件のポスター発表があり、至るところで多くの研究者による
活発な意見交換が行われました。

赤門修復前 赤門修復後


